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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第146期

第３四半期連結
累計期間

第146期
第３四半期連結
会計期間

第145期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 33,838,18811,203,66346,166,755

経常利益 (千円) 707,794 155,1791,504,258

四半期(当期)純利益 (千円) 285,743 70,175 436,308

純資産額 (千円) ― 10,809,56411,829,300

総資産額 (千円) ― 48,644,43345,250,902

１株当たり純資産額 (円) ― 254.76 278.44

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 6.74 1.65 10.28

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) (注)２．― (注)２．― (注)２．―

自己資本比率 (％) ― 22.2 26.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △296,199 ― 1,658,355

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,170,571 ― △1,327,602

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,083,574 ― △609,594

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 3,789,2582,266,330

従業員数 (名) ― 1,630 1,659

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 1,630 (202)

(注) １．従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内の当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 674 (202)

(注) １．従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内の当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

出版・情報関連事業 3,959,072

生活・工業用途関連事業 3,100,471

合計 7,059,543

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、製造原価によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

出版・情報関連事業 907,349

生活・工業用途関連事業 1,314,562

合計 2,221,911

(注) １．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

出版・情報関連事業 4,946,6971,297,760

生活・工業用途関連事業 5,975,055 931,933

合計 10,921,7522,229,693

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

出版・情報関連事業 5,339,820

生活・工業用途関連事業 5,863,843

合計 11,203,663

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．主な相手先別の販売実績は連結売上高の100分の10以上を占める相手先がいないため、記載を省略しておりま

す。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当第３四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。

　なお、本項に記載した将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日）におけるわが国の経済は、米国

リーマンブラザーズ破綻に端を発した金融危機の影響を大きく受け、株価の下落、急激な円高等により、景

気は急速に悪化してまいりました。

　このような状況のもと当社グループにおきましては、原油高による影響もいまだ継続しており引き続き収

益改善への取り組みを強力に進めてまいりました。しかしながら車輌用途関連業界をはじめ需要の急減な

どを受け、減収を余儀なくされました。その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は11,204百万円、営業

利益は214百万円、経常利益は155百万円、四半期純利益は70百万円となりました。

　

①　事業の種類別セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

当社グループは、出版・情報関連事業（主としてブッククロス、文具紙工品、プリンターリボン、食品

包材等の製造販売）及び生活・工業用途関連事業（主としてカーペット、壁装材、自動車用内装材、

フィルター、接着芯地及び医療用パップ剤用フィルム加工等の製造販売）において事業を営んでおり

ます。

　なお、セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。
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　出版・情報関連事業

出版・文具紙製品部門では、ビニールペーパーやオレフィンフィルム等の文具用製品は堅調に推移

したものの、書籍出版表紙材においては受注が減少しました。

　情報関連部門でも、主力のプリンターリボンと印刷用途フィルムで第２四半期連結会計期間ではオリ

ンピック開催による受注増となりましたが、当第３四半期連結会計期間では急激な円高による景気悪

化などにより振るわず、第２四半期連結会計期間と比べて減少しました。その結果、売上高では5,391百

万円となりました。

　一方利益面では、当第３四半期連結会計期間についても原油高による重油、原材料の値上げの影響が

依然続いており、製造コストを引き上げる結果となり、営業利益は215百万円となりました。

　

　生活・工業用途関連事業

車輌・工業用途関連部門では、車輌用内装材の不織布などの受注が減少しましたが、ファンシー商品

・その他の部門では、ファンシー商品や食品鮮度保持材が好調で増加しました。その結果、当第３四半

期連結会計期間は第２四半期連結会計期間に比べてやや増加し売上高は5,995百万円となり、営業利益

は185百万円となりました。

　

②　所在地別のセグメントの業績を示すと次のとおりであります。

　

　日本

日本は、新用途への拡販、新規のお客様の開拓に努めておりますが、景気の悪化によりますます個人

消費が低迷しております。その結果、売上高は当第３四半期連結会計期間は第２四半期連結会計期間に

比べてやや減少し9,670百万円となりました。一方利益面では、当第３四半期連結会計期間も原油高に

よる重油、原材料の値上げの影響が続いており、製造コストを引き上げる結果となり、営業利益は372百

万円となりました。

　

　その他の地域

その他の地域は、アジア地域でのオリンピック開催による受注が第２四半期連結会計期間にあった

ことと米国の金融危機による経済低迷や急激な円高による大きな影響により、当第３四半期連結会計

期間では受注が減少し売上高は2,513百万円となりました。利益面では日本以上に原油高による原材料

の高騰の影響が続いており、当第３四半期連結会計期間では製造コストが大きく上昇しました。その結

果、19百万円の営業損失となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して3,394百万円増加し、48,644

百万円となりました。これは主に流動資産の現金及び預金が1,805百万円、受取手形及び売掛金が2,111

百万円それぞれ増加し、投資有価証券が870百万円減少したことによるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末と比較して4,413百万円増加し、37,835百万円となりました。これは主

に支払手形及び買掛金が1,438百万円、短期借入金が3,045百万円、長期借入金が1,200百万円それぞれ

増加し、貸借取引担保金が911百万円減少したことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して1,020百万円減少し、10,810百万円となりました。これは主に

その他有価証券評価差額金が676百万円、為替換算調整勘定が285百万円それぞれ減少したことによる

ものであります。
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(3) キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間末における、現金及び現金同等物は3,789百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益140百万円の計上に加え減価償却

費283百万円、仕入債務の増加1,413百万円に対し、売上債権の増加1,736百万円、法人税等の支払285百

万円などにより376百万円の支出となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出227百万円、投資有価証

券の取得による支出231百万円により555百万円の支出となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増加3,334百万円、長期借入金の借入による

収入1,000百万円に対して、長期借入金の返済による支出652百万円、貸借取引契約による支出527百万

円などにより3,155百万円の収入となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は79百万円であります。

　

　

EDINET提出書類

ダイニック株式会社(E00996)

四半期報告書

 7/30



第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 42,523,735同左
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 42,523,735同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ― 42,523,735 ― 5,795,651 ― 944,696
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、株式会社みずほコーポレート銀行から平成20年12月22日付の大量保

有報告書により平成20年12月15日現在でそれぞれ以下のとおり株式を所有している旨の報告を受けてお

りますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲1-2-1 1,424 3.35

みずほ投信投資顧問株式会社 東京都港区三田3-5-27 87 0.20

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内1-3-3 656 1.54

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式　 　109,000

― ―

（相互保有株式）
普通株式　 　105,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　42,021,000 42,021 ―

単元未満株式 普通株式　 　288,735 ― ―

発行済株式総数 42,523,735 ― ―

総株主の議決権 ― 42,021 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数２個）

含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 ダイニック株式会社

京都市右京区西京極
大門町26

109,000 ― 109,000 0.3

（相互保有株式）
株式会社新生商会

大阪市中央区平野町
３－１－10

105,000 ― 105,000 0.2

計 ― 214,000 ― 214,000 0.5
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 233 242 261 255 252 240 206 139 128

最低(円) 186 205 222 215 198 191 102 107 106

(注)　最高・最低株価は東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役 
（生産部門副統括兼大平
　　生産部門長兼王子工場長）

常務取締役
（大平生産部門長兼王子工場長）

大髙　典夫 平成20年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第

１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

ダイニック株式会社(E00996)

四半期報告書

12/30



１【四半期連結財務諸表】
　　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,121,658 2,316,830

受取手形及び売掛金 ※５
 11,634,213

※５
 9,523,471

商品及び製品 4,043,037 3,970,174

仕掛品 1,020,978 950,765

原材料及び貯蔵品 2,186,069 2,099,112

繰延税金資産 473,696 485,338

その他 481,840 464,600

貸倒引当金 △102,381 △138,851

流動資産合計 23,859,110 19,671,439

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 14,106,893 14,160,445

減価償却累計額 △9,755,340 △9,545,989

建物及び構築物（純額） 4,351,553 4,614,456

機械装置及び運搬具 22,375,218 22,510,008

減価償却累計額 △19,946,224 △20,018,618

機械装置及び運搬具（純額） 2,428,994 2,491,390

工具、器具及び備品 2,637,867 2,616,087

減価償却累計額 △2,368,495 △2,325,700

工具、器具及び備品（純額） 269,372 290,387

土地 11,791,492 11,799,986

建設仮勘定 236,030 82,855

有形固定資産合計 19,077,441 19,279,074

無形固定資産

のれん 17,848 14,974

その他 71,769 70,636

無形固定資産合計 89,617 85,610

投資その他の資産

投資有価証券 ※４
 4,349,944

※４
 5,220,158

長期貸付金 51,978 57,877

繰延税金資産 550,220 213,043

その他 855,339 881,139

貸倒引当金 △189,216 △157,438

投資その他の資産合計 5,618,265 6,214,779

固定資産合計 24,785,323 25,579,463

資産合計 48,644,433 45,250,902
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※５
 10,542,030

※５
 9,103,784

短期借入金 12,372,648 9,327,792

1年内償還予定の社債 － 125,000

未払法人税等 48,422 340,628

貸借取引担保金 ※４
 1,873,184

※４
 2,784,272

賞与引当金 325,334 2,253

役員賞与引当金 38,299 60,550

設備関係支払手形 ※５
 293,411

※５
 146,362

その他 1,102,549 1,487,913

流動負債合計 26,595,877 23,378,554

固定負債

長期借入金 4,936,922 3,737,406

繰延税金負債 57,761 62,433

再評価に係る繰延税金負債 1,716,609 1,716,609

退職給付引当金 3,992,931 3,957,527

役員退職慰労引当金 175,783 184,266

環境対策引当金 78,600 78,600

その他 280,386 306,207

固定負債合計 11,238,992 10,043,048

負債合計 37,834,869 33,421,602

純資産の部

株主資本

資本金 5,795,651 5,795,651

資本剰余金 944,696 944,696

利益剰余金 3,072,193 3,116,456

自己株式 △26,778 △24,241

株主資本合計 9,785,762 9,832,562

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △717,039 △41,144

土地再評価差額金 2,386,364 2,386,364

為替換算調整勘定 △651,053 △365,759

評価・換算差額等合計 1,018,272 1,979,461

少数株主持分 5,530 17,277

純資産合計 10,809,564 11,829,300

負債純資産合計 48,644,433 45,250,902
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 33,838,188

売上原価 27,111,807

売上総利益 6,726,381

販売費及び一般管理費 ※１
 5,857,772

営業利益 868,609

営業外収益

受取利息 15,693

受取配当金 77,717

受取賃貸料 145,410

雑収入 119,238

営業外収益合計 358,058

営業外費用

支払利息 227,988

為替差損 44,839

雑損失 246,046

営業外費用合計 518,873

経常利益 707,794

特別利益

固定資産売却益 3,347

投資有価証券売却益 3,166

特別利益合計 6,513

特別損失

固定資産処分損 12,723

固定資産売却損 410

投資有価証券評価損 79,834

その他 6,067

特別損失合計 99,034

税金等調整前四半期純利益 615,273

法人税等 332,875

少数株主損失（△） △3,345

四半期純利益 285,743
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 11,203,663

売上原価 9,011,844

売上総利益 2,191,819

販売費及び一般管理費 ※１
 1,977,646

営業利益 214,173

営業外収益

受取利息 4,711

受取配当金 27,292

受取賃貸料 48,729

雑収入 41,258

営業外収益合計 121,990

営業外費用

支払利息 81,635

為替差損 1,736

雑損失 97,613

営業外費用合計 180,984

経常利益 155,179

特別利益

固定資産売却益 878

特別利益合計 878

特別損失

固定資産処分損 7,052

固定資産売却損 410

投資有価証券評価損 9,045

特別損失合計 16,507

税金等調整前四半期純利益 139,550

法人税等 69,989

少数株主損失（△） △614

四半期純利益 70,175
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 615,273

減価償却費 799,748

その他の償却額 2,534

のれん償却額 5,492

賞与引当金の増減額（△は減少） 323,081

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,251

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39,933

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,483

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,789

受取利息及び受取配当金 △93,410

支払利息 227,988

為替差損益（△は益） 6,326

持分法による投資損益（△は益） △6,156

投資有価証券売却損益（△は益） △3,166

投資有価証券評価損益（△は益） 79,834

有形固定資産売却損益（△は益） △2,937

有形固定資産処分損益（△は益） 12,723

売上債権の増減額（△は増加） △2,300,957

たな卸資産の増減額（△は増加） △420,608

仕入債務の増減額（△は減少） 1,615,265

未払消費税等の増減額（△は減少） △35,210

その他 △422,423

小計 417,385

利息及び配当金の受取額 103,554

利息の支払額 △250,132

法人税等の支払額 △567,006

営業活動によるキャッシュ・フロー △296,199

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △332,400

定期預金の払戻による収入 50,500

有形固定資産の取得による支出 △603,408

有形固定資産の売却による収入 8,680

無形固定資産の取得による支出 △4,730

投資有価証券の取得による支出 △260,186

投資有価証券の売却による収入 6,925

子会社株式の取得による支出 △10,396

貸付金の回収による収入 5,899

その他 △31,455

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,170,571
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,134,674

長期借入れによる収入 3,325,000

長期借入金の返済による支出 △2,082,941

社債の償還による支出 △125,000

自己株式の取得による支出 △2,537

配当金の支払額 △254,534

賃借取引契約による支出 △911,088

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,083,574

現金及び現金同等物に係る換算差額 △93,876

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,522,928

現金及び現金同等物の期首残高 2,266,330

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,789,258
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　会計処理の原則及び手続の変更

(1)連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員

会　平成18年５月17日　実務対応報告第18号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必

要な修正を行っております。

　なお、この変更による当第３四半期連結累計期間

の損益への影響は軽微であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。また、棚卸資産の簿価切下げに

関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっ

ております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示してお

ります。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末 

(平成20年12月31日)
前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

　１　保証債務

　　　銀行借入に対する保証債務

　１　保証債務

　　　銀行借入に対する保証債務

㈱京都環境保全公社　(注) 52,000千円 ㈱京都環境保全公社　(注) 67,000千円

(注)　提出会社ほか６社の連帯保証債務額

　　　364,000千円のうちの提出会社負担額であり

ます。

(注)　提出会社ほか６社の連帯保証債務額

　　　469,000千円のうちの提出会社負担額であり

ます。

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 6,997千円

受取手形割引高 3,208,243千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 8,171千円

受取手形割引高 2,644,895千円

　３　債権流動化による手形譲渡高

318,732千円

　３　債権流動化による手形譲渡高

2,126,412千円

※４　「投資有価証券」には消費貸借契約により貸し付

けている有価証券2,276,004千円が含まれており

ます。

なお、当該取引による預り金は流動負債の貸借取

引担保金として表示しております。

※４　「投資有価証券」には消費貸借契約により貸し付

けている有価証券3,372,005千円が含まれており

ます。

なお、当該取引による預り金は流動負債の貸借取

引担保金として表示しております。

※５　四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日において

当社の決算日は金融機関の休日であったため、次

の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

受取手形 229,487千円

支払手形 902,554千円

設備関係支払手形 2,003千円

※５　連結会計年度末日満期手形の処理

連結会計年度末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当連結会計年度末日において連結子会社の決

算日は金融機関の休日であったため、次の期末日

満期手形が連結会計年度末残高に含まれておりま

す。

受取手形 28,091千円

支払手形 108,429千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は下記のとおりであります。

１．賞与引当金繰入額 325,334千円

２．役員賞与引当金繰入額 38,299

３．退職給付費用 101,217

４．役員退職慰労引当金繰入額 42,958

５．貸倒引当金繰入額 6,590

６．減価償却費 50,624

７．発送配達費 1,205,571

８．給料・手当 1,626,516

９．研究開発費 212,695

10．賃借料 367,803

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は下記のとおりであります。

１．賞与引当金繰入額 325,334千円

２．役員賞与引当金繰入額 38,299

３．退職給付費用 33,751

４．役員退職慰労引当金繰入額 15,244

５．貸倒引当金繰入額 1,728

６．減価償却費 16,607

７．発送配達費 409,167

８．給料・手当 510,146

９．研究開発費 78,863

10．賃借料 124,382

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,121,658千円

預入期間が３か月超の定期預金 △332,400千円

現金及び現金同等物 3,789,258千円
 

　

EDINET提出書類

ダイニック株式会社(E00996)

四半期報告書

21/30



(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 42,523,735

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 114,640

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
　
　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 254,534 6.00平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
　

　

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

１　その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

株式 4,848,532 3,956,967 △891,565
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　
出版・情報
関連
(千円)

生活・工業
用途関連
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高 5,339,8205,863,84311,203,663 ― 11,203,663

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

51,612 130,987182,599(182,599) ―

計 5,391,4325,994,83011,386,262(182,599)11,203,663

　　営業利益 214,510185,028399,538(185,365)214,173

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　
出版・情報
関連
(千円)

生活・工業
用途関連
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高 16,720,13417,118,05433,838,188 ― 33,838,188

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

182,657389,663572,320(572,320) ―

計 16,902,79117,507,71734,410,508(572,320)33,838,188

　　営業利益 862,787536,3891,399,176(530,567)868,609

(注）１．事業区分の方法

事業区分の方法は、市場別に、「出版・情報関連」、「生活・工業用途関連」事業としてセグメントしており

ます。

２．各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要取扱商品

出版・情報関連

出版・文具紙製品
書籍装幀用クロス、印刷・ビジネス用各種クロス、文具紙
工品、パッケージ用化粧クロス

情報関連
銀行通帳用クロス、コンピューターリボン、フィルムコー
ティング品、名刺プリンター、表示ラベル用素材、磁気関
連製品、有機EL用水分除去シート

その他 容器密封用アルミ箔、複合フィルム

生活・工業用途関連

インテリア・住宅関連 カーペット、壁装材、天井材、ブラインド

車輌工業用途
自動車内装用不織布・カーペット、産業用ターポリン、テ
ント地、雨衣、産業用不織布、フィルター

衣料用途 接着芯地、不織布

ファンシー商品他
キャラクター商品、縫製加工・成型加工・ウェルダー加
工等の各種加工品、耐久性折目加工材、ノウハウの販売、
パップ剤用フィルム加工、食品鮮度保持剤

運送、製造・加工他 商品等運送業、製品製造・加工
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高 9,168,6002,035,06311,203,663 ― 11,203,663

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

501,288477,993979,281(979,281) ―

計 9,669,8882,513,05612,182,944(979,281)11,203,663

　　営業利益又は営業損失（△) 371,633△18,833 352,800(138,627)214,173

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

日本
(千円)

その他の地域
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高 27,817,2576,020,93133,838,188 ― 33,838,188

　(2) セグメント間の内部売上高
　　　又は振替高

1,710,2461,313,7723,024,018(3,024,018)―

計 29,527,5037,334,70336,862,206(3,024,018)33,838,188

　　営業利益 1,311,23145,5041,356,735(488,126)868,609

(注）１．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

ただし、各区分に属する売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計の10％未満のため、「その他の地域」

として一括して記載しております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　その他の地域　北米・・・・・・・・アメリカ

　　　　　　　　ヨーロッパ・・・・・イギリス

　　　　　　　　中国・・・・・・・・中国

　　　　　　　　東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　

東南アジア その他地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 813,006 1,424,220 2,237,226

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 11,203,663

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 7.3 12.7 20.0

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　

東南アジア その他地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 2,146,717 4,478,750 6,625,467

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― 33,838,188

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 6.4 13.2 19.6

(注）１．本邦以外の国又は地域の区分は地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　東南アジア・・・・・香港・台湾・シンガポール

　その他の地域・・・・アメリカ・イギリス・中国

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

254.76円 278.44円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 10,809,564 11,829,300

普通株式に係る純資産額(千円) 10,804,034 11,812,023

差額の主な内訳(千円)

　少数株主持分 5,530 17,277

普通株式の発行済株式数(千株) 42,524 42,524

普通株式の自己株式数（千株） 115 101

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式数(千株)

42,409 42,423

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 6.74円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 285,743

普通株式に係る四半期純利益(千円) 285,743

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,415
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第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 1.65円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 70,175

普通株式に係る四半期純利益(千円) 70,175

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,411

　

　

(重要な後発事象)

該当事項ありません。
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２【その他】

　該当事項ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月13日

ダイニック株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　岡　　田　　在　　喜　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　西　　尾　　方　　宏　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　駿　　河　　一　　郎　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイ

ニック株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイニック株式会社及び連結子会社の平成20

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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